
　

お
釈
迦
さ
ま
が
こ
ん
な
こ
と
を
申
さ
れ
て
い

ま
す
。

〝
ど
れ
ほ
ど
自
分
の
そ
ば
に
い
る
人
で
も
、
恩
を

知
ら
な
い
人
は
千
里
も
万
里
も
離
れ
た
、
ず
っ

と
遠
い
と
こ
ろ
の
人
で
あ
る
。
恩
を
知
っ
て
い

る
人
は
、
た
と
え
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る

人
で
も
、
自
分
の
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
人
で
あ

る
〟、
こ
の
お
言
葉
通
り
、
仏
教
は
恩
と
い
う
こ

と
を
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
教
え
て
い
る
宗

教
な
の
で
す
。

　

さ
て
こ
の
恩
に
つ
い
て
、
懇
切
丁
寧
に
説
き

示
し
て
い
る
お
経
に
『
父ぶ

母も

恩お
ん

重じ
ゅ
う

経き
ょ
う

』
が
あ
り

ま
す
。
名
前
の
通
り
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の

恩
を
説
い
た
お
経
で
す
が
、
中
味
は
お
父
さ
ん

で
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
十
一
ヵ
所
、
お
母
さ

ん
で
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
三
十
三
ヵ
所
あ

る
の
で
す
。
や
は
り
お
母
さ
ん
の
方
が
多
い
の

で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
子
ど
も
を
産
む
と
き
の

お
母
さ
ん
の
苦
労
は
命
が
け
で
あ
る
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
の
作
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
和

歌
が
あ
り
ま
し
た
。

〝
諸も

ろ

人び
と

よ
思お

も

ひ
知し

れ
か
し
己お

の

が
身
の　

誕
生
の
日

は
母
苦く

難な
ん

の
日
〟

　

父
母
の
看
病
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
父ぶ

母も

病や
ま
い

あ
ら
ば
、
牀し

ょ
う

辺へ
ん

を
離
れ
ず
親
し
く
自
ら

看
護
せ
よ
。
一い

っ

切さ
い

の
事こ

と

之こ

れ
を
他
人
に
委ゆ

だ

ぬ
る

こ
と
勿な

か

れ
。
時と

き

を
計は

か

り
、
便べ

ん

を
伺う

か
が

い
て
、
懇

ね
ん
ご
ろ

に

粥し
ゅ
く

米は
ん

を
勧す

す

め
よ
」

〝
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
病
気
に
な
ら
れ
た
ら
、

病
床
を
離
れ
ず
、
自
分
で
看
護
し
な
さ
い
。
す

べ
て
の
こ
と
を
他
人
ま
か
せ
て
は
い
け
な
い
。

時
間
を
見
な
が
ら
大
・
小
便
の
お
世
話
を
し
、

や
さ
し
く
心
を
こ
め
て
お
か
ゆ
の
ご
飯
を
差
し

上
げ
な
さ
い
〟
と
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
お
釈
迦
さ
ま
が
、
七
十
九
歳
ま
で
生
き

ら
れ
た
ご
自
分
の
お
父
さ
ま
に
な
さ
っ
た
そ
の

ま
ま
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

恩
と
い
う
の
は
イ
ン
ド
の
古
い
言
葉
で
〝
カ

カ
ン
ニ
ュ
ウ
〟
と
い
い
、〝
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い

出
す
〟
と
の
意
味
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
、〝
さ

れ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
、
し
て
あ
げ
た
こ

と
は
覚
え
て
い
る
〟
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち

で
す
。『
父
母
恩
重
経
』、
一
度
味
わ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

盂蘭盆会法要  ８月 13 日〜 16 日
13 日 13 時より、14 日〜 16 日は 10 時より

＊七日盆供養・万国自然災害犠牲者供養　８月７日 10 時より
＊二十日盆供養・万国戦死病没者英霊供養　８月 20 日 10 時より

令和 6 年 7 月31日

第 7 号

『
父
母
恩
重
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』を
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令和６年度　護持会総会報告

　當寺護持会会員の皆様方には、常日頃から菩提寺龍昌寺の
ため、お力添えを頂いておりますこと心より感謝申し上げま
す。ありがとうございます。
　一昨年の「内外水洗トイレ工事」も恙なくおわり、壇信徒
皆様方には大変喜んでご利用頂いております。
　また、令和５年度も「本堂合拝床板取替工事・車いす使用
のスロープ工事・参拝者下駄箱工事」等も無事終わりました。
　本年度は、明治 42 年火災に遭い、本堂庫裡を全焼、その
おり本堂の「欄間の彫り物」の相当を消失、一部が残ってお
ります。その復元と修復工事を、本年度の事業に予定してお
ります。
　令和６年６月 27 日、本年度護持会総会を龍昌寺本堂で開
催されました。
　ここに、令和６年度護持会の事業及決算書・予算書のご報
告を申し上げます。
　令和６年度護持会費納入についても、昨年同様に宜しくお
願い申し上げます。尚、諸般の事情により護持会費納入が無
理で有られる方は、事務局までご連絡下さい。
　龍昌寺護持会会員（壇信徒）各位の菩提寺にお寄せ頂いて
おります「まごころ」に、護持会役員一同深く感謝を申し上
げ謝意と致します。

住　　職　清水誠勝

 護持会長　武藤清吉

令和６年　７月吉日

龍昌寺檀信徒護持会会員　　各　位

２ページ



令和５年度　龍昌寺事業報告書

令和５年４月１日より令和６年３月 31日

行　持・事　業 月　日 備　考

５月
花祭り  ５月８日午前 10 時より

事務局会議
５月  ６日 10 時

５月 11 日
保育園児
午後１時〜

６月

会計監査会
護持会理事会
事務局会議
墓域清掃奉仕、（和井内工務店）

本堂、位牌場屋根大掃除奉仕
護持会評議員会（総会）

６月 11 日
６月 17 日
６月   4 日
６月 21 日

６月 27 日

午後１時
午後１時
午後１時
午前８時〜
　　事務局対応
和井内工務店

７月
墓域清掃奉仕
本堂向拝床板取替工事

７月中旬 飯岡浦漁船団
和井内工務店

８月

七日盆供養
盂蘭盆会供養
二十日盆供養
万国戦死病殁者諸英霊供養

８月  7 日
８月 13 〜 16 日
８月 20 日

盆中諸供養

９月
秋彼岸会供養
防災点検（防災担当・事務局）

９月 19 日
受水槽、消火栓

10 月
スロープ工事
下駄箱工事

和井内工務店

12 月
成道会
除夜の鐘〜境田虎舞奉納

12 月 14 日
12 月 31 日

保育園児
内献、関係者のみ

１月 修正会（大般若祈祷会） １月 13 日

２月 八大龍王尊・秋葉三尺坊春祈祷 ２月 15 日 飯岡浦漁船団

３月
釈尊涅槃会
春彼岸会 ３月 21 日

保育所園児

３ページ
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2,

3,

対応しました。

参照して下さい。（P,11）
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檀信徒各位

 護持会会長　武　藤　清　吉

令和５年度

龍　昌　寺

護　持　会　会　計

収　支　決　算　書
自　令和５年 ４月 １日

至　令和６年 ３月31日

科　目 令和５年度
予算額

令和５年度
決算額 増　減 摘　要

会 費 収 入 5,500,000 5,668,000 168,000 会費（前受金含）

雑 収 入 150,000 494,478 344,478 宗費還付金、銀行利息等

寄 付 金 100,000 10,000 ▲ 90,000 １名

短 期 借 入 金 0 1,104 1,104 切手代

 0 　

繰 入 金 0 5,831,100 5,831,100 　

前年度 繰越金 7,974,702 7,974,702 0 前年度剰余金等

合 　 計 13,724,702 19,979,384 6,254,682

（収入の部） ▲印は減額　　単位 =円
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檀信徒各位 護持会会長　武　藤　清　吉

科　目 令和５年度
予算額

令和５年度
決算額 増　減 摘　要

総 務 費 460,000 371,076 ▲ 88,924

　 会 議 費 10,000 0 ▲ 10,000

　 事 務 費 400,000 371,076 ▲ 28,924 印刷費、郵送料他

　 慶 弔 費 50,000 0 ▲ 50,000

宗 派 課 金 1,400,000 1,354,969 ▲ 45,031 宗務庁、宗務所納金

事 業 費 3,550,000 7,663,700 4,113,700

　 修 理 費 3,000,000 7,040,000 4,040,000 本堂向拝床板取替工事
スロープ工事、下駄箱工事

　 教 化 費 400,000 396,000 ▲ 4,000  HP 更新料・寺報発行

　 法 要 費 0 0 0

　 管 理 費 100,000 0 ▲ 100,000  寺有林

　 研 修 費 0 0 0

　 立 替 金 0 227,700 227,700

　 寄 付 金 0 0 0

　 広 報 費 50,000 0 ▲ 50,000

雑 費 0 0 0

予 備 費 8,314,702 0 ▲ 8,314,702

次 期 繰 越 金 0 10,589,639 10,589,639 現金、預金※

合 　 計 13,724,702 19,979,384 6,254,682

（支出の部） ▲印は減額　　単位＝円
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令和６年度　龍昌寺事業計画書

令和６年４月１日より令和７年３月 31日

行　持・事　業 月　日 備　考

５月 花祭り  ５月８日午前 10 時より ５月  ８日 10 時 保育園児

６月
護持会事務局会議
会計監査会
護持会理事会

６月 11 日
６月

７月
護持会評議員会（総会）
歴代役員物故者追悼会
墓域清掃奉仕 ７月中旬 飯岡浦漁船団

８月
七日盆供養

盂蘭盆会供養
二十日盆供養

盆中諸供養

９月
墓地管理委員会
秋彼岸会供養
防災点検（防災担当・事務局） 受水槽、消火栓他

12 月
成道会
除夜の鐘〜境田虎舞奉納

12 月   8 日
12 月 31 日

保育園児

９ページ
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令和６年度

龍　昌　寺

護　持　会　会　計

収　支　予　算　書
自　令和６年 ４月 １日

至　令和７年 ３月31日

科　目 令和５年度
予算額

令和６年度
予算額 増　減 摘　要

会 費 収 入 5,500,000 5,000,000 ▲ 500,000 護持会年会費

雑 収 入 150,000 450,000 300,000 宗費還付金、銀行利息等

寄 付 金 100,000 10,000 ▲ 90,000

 　

繰 入 金 0 0 0

前年度 繰越金 7,974,702 10,589,639 2,614,937

合 　 計 13,724,702 16,049,639 2,324,937

（収入の部） ▲印は減額　　単位＝円
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科　目 令和５年度
予算額

令和６年度
予算額 増　減 摘　要

総 務 費 460,000 480,000 20,000

　 会 議 費 10,000 70,000 60,000 茶菓代等

　 事 務 費 400,000 400,000 0 印刷、文具　郵送料

　 慶 弔 費 50,000 10,000 ▲ 40,000 寺院　檀信徒慶弔時献花等

宗 派 課 金 1,400,000 1,400,000 0 宗務庁、宗務所納金

事 業 費 3,550,000 3,550,000 0 　

　 修 理 費 3,000,000 3,000,000 0 欄間修復費・他

　 教 化 費 400,000 400,000 0  ホームページ / 寺報他

　 法 要 費 0 0 0

　 管 理 費 100,000 100,000 0 コピー機・通信機器・保険料

　 研 修 費 0 0 0

　 立 替 金 0 0 0

　 寄 付 金 0 0 0

　 広 報 費 50,000 50,000 0  広告他

雑 費 0 0 0

予 備 費 8,314,702 10,619,639 2,304,937

合 　 計 13,724,702 16,049,639 2,324,937

（支出の部） ▲印は減額　　単位＝円
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(HP) http://www.ryushotemple.
sakura.ne.jp

とよまね子ども園

　
道
路
作
り
の
「
鞭
牛
さ
ん
」

　
　
　
一
、
故
郷
の
山
や
川

　
こ
の
物
語
は
、
鞭
牛
和
尚
さ
ん
が
、
閉
伊
川
道
路
を
作
っ
た
お
話
で
す
。
昔
か
ら
の
道
路
は
、
山

の
て
っ
ぺ
ん
や
、
谷
の
底
を
、
の
ぼ
り
く
だ
り
す
る
、
と
て
も
難
儀
な
道
で
し
た
。
坂
道
の
上
に
、

ま
が
り
く
ね
り
、
大
水
が
出
た
り
、
大
雪
が
降
っ
た
り
し
ま
す
と
、
人
も
馬
も
牛
も
通
れ
な
く
な
り
、

其
の
上
、
が
け
く
ず
れ
な
ど
で
、
死
ん
だ
り
怪
我
を
し
た
り
し
て
、
大
変
不
便
な
上
に
、
あ
ぶ
な
い

道
路
で
し
た
。
鞭
牛
さ
ん
が
、
人
々
の
、
此
の
難
儀
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、「
自
分
は
、
仏
様
の
あ

り
が
た
い
教
え
を
説
い
て
、
人
々
に
、
よ
い
心
が
け
の
人
に
な
る
よ
う
、
口
を
す
っ
ぱ
く
し
て
、
人

の
道
を
話
し
て
い
る
が
、
口
先
だ
け
の
話
し
で
は
だ
め
だ
。
自
分
で
仏
の
道
を
作
れ
ば
、
人
々
は
、

だ
ま
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
作
っ
た
道
を
、
よ
ろ
こ
ん
で
歩
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
閉
伊
川
街
道
作

り
を
、
自
分
の
一
生
の
仕
事
に
し
よ
う
」
と
、
決
心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
一
心
岩
を
も
通
す
」

と
言
う
「
た
と
え
」
の
通
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
慌
て
ず
急
が
ず
、
谷
を
渡
り
、
山
を
こ
え
、

岩
を
砕
い
て
、
立
派
な
安
全
な
道
路
を
御
同
行
達
と
、
力
を
あ
わ
せ
、
念
仏
を
と
な
え
な
が
ら
、
作

り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
「
な
さ
け
」
の
道
路
が
、
宮
古
や
下
閉
伊
の
血
管
と
な
っ
て
、
文
化
が
ど
ん

ど
ん
と
入
り
こ
み
、
み
ち
が
え
る
程
の
世
の
中
と
な
り
ま
し
た
。
今
の
国
道
一
〇
六
号
線
も
、
国
鉄

山
田
線
も
、
鞭
牛
さ
ん
が
、
約
三
百
年
前
に
作
っ
た
道
路
を
、
も
と
に
し
て
設
計
さ
れ
た
も
の
だ
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
鞭
牛
さ
ん
は
、
宝
永
七
年
（
西
暦
一
七
一
〇
年
）
今
か
ら
、
三
百
十
年
前
に
現
在
の
宮
古
市
和
井

内
の
通
称
「
清
水
」
と
い
わ
れ
る
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
と
言
う
苗
字
で
、
根
城
に
城
を

か
ま
え
た
閉
伊
頼
基
公
の
一
族
の
子
孫
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
、
和
井
内
に
は
家
の
か

ず
二
七
軒
、
馬
は
一
七
二
匹
あ
っ
た
と
の
事
で
す
。
鞭
牛
さ
ん
の
生
ま
れ
る
前
の
年
に
、
お
じ
い

さ
ん
が
亡
く
な
り
、
十
五
才
の
と
き
お
ば
あ
さ
ん
が
、
二
十
二
才
の
と
き
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
り
、

三
十
二
才
の
時
、
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

（
続
く
）

�

（
文
責
・
清
水
誠
勝
）
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